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著者不明　Japanese Customs・From Ancient till Modern
（出版社不明、1895）�

4

2

3 4

1

Louis Williams　Japanese Exhibition Catalogue　�
（茂美商店刊、1897）�

3

Takashima S. ほか編　Illustrations of Japanese Life�
（K.Ogawa,F.R.P.S.発行、1898）�

2

Suzuki Yonejiro　The Soshi Bushi　�
（ジャパンタイムス社刊、1898）�

1

調�査�研�究�協�力�者�

ラクエル・ヒル�1
氏　名�班� 所属部局・職名�

神奈川大学外国語学部・特任講師�

2005年3月現在�

サイモン・ジョン� 神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科・博士前期課程�
ティモシー・コールマン� 東京大学大学院総合文化研究科・修士課程�
ウイリアム・リンゼイ� カンザス大学宗教学部・准教授�

1
1
4
林　海� 東京都立大学大学院人文科学研究科中国文学専攻・修士課程�1

本学プログラムの調査研究活動
を支援していただくため、今年
度のCOE調査研究協力者に、右
の方々が追加委嘱されました。�

編 集 後 記 �

COEの2年目が終わる。ニューズレター
は文字媒体による広報。文化情報発信の
新技術開発をテーマに掲げる本プロジェ
クトでは情報媒体としてホームページの
活用に力を注ぐ必要がある。折から、わ
がプロジェクトと共通項の多い、中国教
育部版COEともいえる中山大学非物質文
化研究センターが設立された。世界中の
同様な機関との情報交換も積極的に推進
していきたい。　　　　　　　 （佐野）�
�
年報2号、調査研究資料1号と相次いで刊
行されたCOE刊行物は、本誌で今年度を
締め括ることになります。今までの記録
として読み返してみると、改めてこの1年
間の活動が思い出されます。来年度は今
年度に増して新しい活動が始まります。
そうした活動情報を、誌面でどんどん取
り上げていきたいと思います。　 （関）�

2月14日、本学プログラム外部評価委員である静岡大学情報学部教授の八
重樫純樹氏、国立歴史民俗博物館助教授の常光徹氏、立正大学文学部教授
の黒田日出男氏による、外部評価が実施されました。評価結果については
次号に掲載します。�

2004年度�
神奈川大学21世紀COEプログラム�
外部評価の実施�

2005年2月14日（月）　�日  時�

横浜キャンパス21号館　304会議室�会  場�


